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1. はじめに 

会計基準設定主体国際フォーラム（International Forum of Accounting Standard 

Setters; IFASS）は、各法域の会計基準設定主体及び会計基準に関連する諸問題に対す

る関心の高いその他の組織による非公式のネットワークである。IFASS 会議は、毎年、

春と秋の2回開催されており、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）パンデミックに

より、本会議もウェブ会議形式で開催された。2019年春の会議後から、IFASS議長を企

業会計基準委員会（ASBJ）の川西副委員長、事務局長を ASBJ の丸岡アシスタント・デ

ィレクターが務めており、本会議は川西副委員長が IFASS 議長を務める最後の会議とな

った。会議には各法域の会計基準設定主体（約 35 団体）からの代表者に加えて、欧州財

務報告諮問グループ（EFRAG）や他の地域グループの代表者、国際公会計基準審議会

（IPSASB）など約 170 名が参加した。国際会計基準審議会（IASB）からはアンドレア

ス・バーコウ議長及び鈴木理事ほかが参加した。ASBJ からは、矢農常勤委員ほかが参加

した。 

 

2. 全体のスケジュール 

今回の会議の議題は、次のとおりであった。 

 議 題 担 当 

2022年 3月 7日 

 歓迎と開会の挨拶 IFASS議長 

1 
「監査とコーポレート・ガバナンスの信

頼回復」に関するアップデート 
英国 

◇会議報告◇ 

2022年上期 IFASS会議報告 
ASBJアシスタント・ディレクター 牧野 めぐみ 

ASBJ専門研究員 花澤 徳裕 

ASBJ専門研究員 山本 雅実 
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 議 題 担 当 

2 個別財務諸表 
韓国（個別財務諸表ワーキング・グル

ープ） 

3 特約条項付の非流動負債 英国、マレーシア 

4 
開示に関する取組み ― 的を絞った基準

レベルでの開示のレビュー 
EFRAG 

5 サプライヤ－・ファイナンス契約 EFRAG 

6 
中小企業（SMEs）向け IFRS 基準のレ

ビュー 
IASB 

7 
非営利組織向け国際財務報告基準 ― プ

ロジェクト・アップデート 
IFR4NPOプロジェクトチーム 

2022年 3月 8日 

8 サステナビリティ関連報告 

国際サステナビリティ基準審議会

（ISSB）、EFRAG、オーストラリア、

韓国 

9 
IFRS 第 9 号「金融商品」の適用後レビ

ュー ― 分類及び測定 

オーストラリア、中国、

EFRAG、香港、インド、マレー

シア 

 次期 IFASS議長への引継ぎ 次期 IFASS議長 

 閉会の挨拶 IFASS議長 

 

3. 議事概要 

(1) サステナビリティ関連報告 

本セッションでは、サステナビリティ関連報告に関して、複数の団体からプレゼンテ

ーションが行われた。 

最初に、ISSB の代表者から、ISSB の活動状況と今後のアクションについて紹介がな

された。次に、EFRAG の欧州サステナビリティ報告基準（ESRS）に関するプロジェ

クト・タスクフォース（PTF）の代表者から、欧州委員会（EC）が公表した企業サス

テナビリティ報告指令（CSRD）案に基づくサステナビリティ報告基準の開発状況が

紹介された。続いて、オーストラリア会計基準審議会（AASB）から、オーストラリア
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におけるサステナビリティ報告プロジェクトの動向が紹介された。最後に、韓国会計

基準委員会（KASB）より、韓国におけるサステナビリティ開示基準の導入と適用に関

する紹介がなされ、その後、各プレゼンテーションに対する質疑応答が行われた。 

(2) IFRS第 9号「金融商品」の適用後レビュー（PIR） ― 分類及び測定 

本セッションは、①AASB、中国会計准則委員会（CASC)、EFRAG、香港公認会計士

協会（HKICPA）、インド勅許会計士協会（ICAI）及びマレーシア会計基準審議会

（MASB）の 6 団体によるプレゼンテーション、②IFASS 参加者によるグループディ

スカッション、及び③各グループの議論内容を共有する全体会議、の 3 部構成で実施

された。 

最初に、IFRS第 9号の PIRに関する IASBの情報要請に対して、各会計基準設定主体

から主に「金融資産の管理に関する事業モデル」、「契約上のキャッシュ・フローの

特性」、「資本性金融商品とその他の包括利益」及び「契約上のキャッシュ・フロー

の条件変更」等に関してコメントが紹介された。 

続いて実施されたグループディスカッションでは、IFRS第 9号における分類及び測定

のアプローチについて、IASB はどのような事項を検討する必要があるかについて議論

された。 

その後の全体会議では、各グループのファシリテーターから、各グループの IFASS 参

加者の様々な意見が共有された。 

 

4. 次回の予定 

次回の IFASS会議は、新しい IFASS議長を迎えて、2022年 9月に開催される予定であ

る。 
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IFASS会議（ウェブ会議）の様子及び川西議長の IFASS議長交代の挨拶の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 


